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（修辞的な質問，rhetorical question） という 6 種のアイロニー的発話が挙げられている。
以上のようにカテゴリカルな分類を採用している研究もあるが，度合いをベースと
した議論もある。例えば西谷 （1993a） は，聞き手の抱く期待 （肯定的期待か否定的期待





















に分類していく。民族心理学 （folk psychology） でも同様の議論がなされており，日常
的な心理学の重要性が説かれている。Bruner （1990） によると日常的な心理学という
のは，“a system by which people organize their experience in, knowledge about, and 
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をコーディングマニュアルとし，そのマニュアルを 2 名に渡した後，その 2 名が個別に
すべてのエピソードを「その他」も含む10種のどれかに分類した。評定者間の一致率を
チェックするためにκ係数（Cohen, 1960）を算出したところ，κ＝.885となり，ほぼ完
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表 2 ：各種皮肉発話の度数分布
カテゴリ 度数（%）





グループ 2 負け惜しみ 4（ 2.96） 18（13.33）
渋々賞賛 14（10.37）
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以上をまとめると，専門家ではない大学生が提供した皮肉発話のエピソードに基づき，
大きく分けて 3 つのグループ，細かく分類して 9 種の皮肉発話のカテゴリが抽出された。




























Bruner, J. （1990）. Acts of meaning. Cambridge, MA: Harvard University Press.
Cohen, J. （1960）. A coefficient of agreement for nominal scales. Educational and Psychological 
Measurement, 20, 37-46.
Dews, S., Kaplan, J., & Winner, E. （1995）. Why not say it directly?: The social functions of 
日常語としての皮肉発話についての実証的研究
社会学部論叢　第29巻第 2 号 2019. 3〔58〕
197
irony. Discourse Processes, 19, 347-367.
Furnham, A. （1988）. Lay theories: Everyday understanding of problems in the social sciences. 
New York: Pergamon Press.
Gibbs, R. W. Jr. （2000）. Irony in talk among friends. Metaphor and Symbol, 15, 5-27.
川喜田二郎 （1986）．KJ法―渾沌をして語らしめる　中央公論社
Landis, J. R., & Koch, G. G. （1977）. The measurement of observer agreement for categorical 
data. Biometrics, 33, 159-174.
Leggitt, J. S., & Gibbs, R. W. Jr. （2000）. Emotional reactions to verbal irony. Discourse Processes, 
29, 1-24.
西谷健次 （1993a）．聴者の期待がアイロニーの非対称性に及ぼす影響　読書科学, 37, 53-60.
西谷健次 （1993b）．アイロニーの状況特性と含意　計量国語学, 19, 117-132.
Okamoto, S. （2002）． Politeness and the perception of irony: Honorifics in Japanese. Metaphor 
and Symbol, 17, 119-139.
岡本真一郎 （2004）．アイロニーの実験的研究の展望―理論修正の試みを含めて―心理学評論, 
47, 395-420.
岡本真一郎 （2010）．ことばの社会心理学　第 4 版　ナカニシヤ出版
内海彰 （1997）．アイロニーとは何か？―アイロニーの暗黙的提示理論　認知科学, 4, 99-112.
